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ユ
ダ
ヤ
教
、
キ
リ
ス
ト
教
、
イ
ス
ラ
ム
教
の
三
つ
の
一
神
教
は
、
い
ず
れ
も
ユ
ダ
ヤ
教
の
聖
典
に

淵
源
を
持
つ
唯
一
絶
対
神
を
崇
め
、
信
者
は
合
わ
せ
て
四
十
億
人
に
の
ぼ
る
。
こ
の
三
大
一
神
教
の

聖
域
が
、
エ
ル
サ
レ
ム
の
旧
市
街
地―

一
キ
ロ
四
方
の
市
壁
に
囲
ま
れ
た
狭
い
場
所―

に
凝
集
し
て

い
る
。 

 

旧
市
街
地
の
歴
史
は
古
く
、
変
転
は
極
ま
り
な
い
。 

 

紀
元
前
五
世
紀
に
建
て
ら
れ
た
ユ
ダ
ヤ
教
の
神
殿
は
、
紀
元
後
七
十
年
に
ロ
ー
マ
軍
に
よ
っ
て
徹

底
的
に
破
壊
さ
れ
、
外
壁
だ
け
が
残
っ
た
。
こ
の
時
か
ら
ユ
ダ
ヤ
人
の
離
散
が
始
ま
り
、
約
束
の
地

カ
ナ
ン
に
帰
る
の
は
、
千
九
百
年
後
の
二
十
世
紀
初
頭
で
あ
る
。
更
に
「
神
殿
の
壁
（
嘆
き
の
壁
）」

に
自
由
に
近
づ
け
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
一
九
六
七
年
、
第
三
次
中
東
戦
争
で
イ
ス
ラ
エ
ル
が
東
エ

ル
サ
レ
ム
を
併
合
（
占
領
）
し
た
後
の
こ
と
だ
。 

 

今
日
も
敬
虔
な
ユ
ダ
ヤ
教
徒
が
壁
に
向
か
っ
て
一
心
に
祈
っ
て
い
る
の
は
、
神
殿
の
再
建
だ
ろ
う

か
。 

  

キ
リ
ス
ト
教
は
、
一
世
紀
前
半
、
ユ
ダ
ヤ
人
イ
エ
ス
に
よ
る
ユ
ダ
ヤ
教
の
革
新
運
動
に
始
ま
る
。

イ
エ
ス
は
思
想
と
行
動
の
過
激
さ
故
に
ゴ
ル
ゴ
タ
の
丘
で
磔
刑
と
な
る
が
、
刑
場
跡
地
に
建
つ
の
が

「
聖
墳
墓
教
会
」
で
あ
る
。
磔
刑
宣
告
の
あ
っ
た
総
督
官
舎
か
ら
刑
場
ま
で
、
イ
エ
ス
が
十
字
架
を

背
負
っ
て
歩
い
た
一
キ
ロ
弱
の
道
が
、「
ヴ
ィ
ア
・
ド
ロ
ロ
ー
サ
（
悲
し
み
の
道
）
」
で
あ
り
、
キ
リ

ス
ト
教
三
大
巡
礼
路
の
一
つ
と
な
る
。 

 

巡
礼
路
と
い
っ
て
も
大
部
分
は
ム
ス
リ
ム
人
街
区
に
あ
っ
て
、
土
産
物
屋
が
並
ぶ
狭
く
て
騒
々
し

い
道
だ
。 

  

ム
ハ
ン
マ
ド
は
六
世
紀
末
に
ア
ラ
ビ
ア
商
人
の
家
に
生
ま
れ
、
ユ
ダ
ヤ
人
や
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
交

わ
り
な
が
ら
育
つ
。
四
十
歳
の
時
人
生
へ
の
煩
悶
か
ら
洞
窟
に
籠
り
、
瞑
想
中
に
神
の
啓
示
を
受
け

イ
ス
ラ
ム
教
の
創
唱
者
と
な
っ
た
。
ム
ハ
ン
マ
ド
が
天
使
に
導
か
れ
神
の
御
前
に
飛
び
立
っ
た
の
が
、

神
殿
の
丘
の
「
岩
の
ド
ー
ム
」
の
場
所
と
伝
え
ら
れ
、
メ
ッ
カ
、
メ
デ
ィ
ナ
と
並
ぶ
イ
ス
ラ
ム
教
の

三
大
聖
地
と
な
る
。 

 

神
殿
の
丘
で
の
諍
い
は
、
こ
れ
ま
で
に
何
度
か
イ
ス
ラ
エ
ル
・
パ
レ
ス
チ
ナ
紛
争
の
火
種
と
な
っ

て
お
り
、
日
本
人
観
光
客
に
は
立
ち
寄
れ
な
い
場
所
だ
。 

  

狭
い
土
地
に
聖
域
が
重
な
る
よ
う
に
集
ま
っ
て
お
り
、
歴
史
と
宗
教
の
重
さ
に
眩
惑
を
覚
え
る
。 


